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◇表紙写真説明◇

球形ガスホルダーの革新的な解体工法の開発
写真提供：ベステラ㈱

2012 年に埼玉で行われた球形ガスホルダーの解体工事中の状況である。解体に際しては，鋼板を天
井部から渦巻状に連続して溶断する「リンゴ皮むき工法」を採用しており，切除部分が自重でガスホル
ダーの内部に重なり合うことなく並んでいく様子が見て取れる。作業は職人ではなく専用のロボットが
行っており，磁力で鋼板に張り付いたロボットがアームを駆使して溶断している。本現場は周囲を 2 本
の線路で挟まれた立地にあるため，高い安全性が求められるが，足場を使用しなくとも安全性を維持で
きる工法となっている。
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